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大
妻
国
文
　
第
45
号
　
二
〇
一
四
年
三
月

一
一
七

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
一
）

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
一
）

─
「
少
國
民
新
聞
」（
東
日
版
）
に
お
け
る
読
者
投
稿
作
品
の
位
相
と
展
開
（
九
）
─

熊　
　

木　
　
　
　
　

哲

は
じ
め
に

「
少
國
民
新
聞
」（
東
日
版
・
東
京
日
日
新
聞
社
発
行
）
の
昭
和
十
七
年
に
掲
載
さ
れ
た
「
図
画
」
を
四
半
期
毎
に
検
討
す
る
。

作
者
に
つ
い
て
は
、
在
籍
校
名
・
在
学
年
・
性
別
を
記
す
に
と
ど
め
た
。
在
学
年
次
の
う
ち
「
高
一
」「
高
二
」
は
高
等
科
一
年
、
二
年
を
示

す
。

一　

昭
和
十
七
年
の
「
図
画
」
作
品
の
展
開

昭
和
十
七
年
の
検
討
対
象
は
、
一
月
一
日
（
木
・
第
一
六
四
二
号
）
か
ら
十
二
月
三
十
日
（
水
・
第
一
九
五
一
号
）
ま
で
の
、
毎
週
月
曜
日

の
休
刊
日
を
除
い
た
三
一
一
日
分
で
あ
る
が
、
毎
月
曜
以
外
の
休
刊
日
が
二
日
（
四
月
四
日
・
土
、
九
月
二
十
五
日
・
金
）、
国
会
図
書
館
蔵

「
少
國
民
新
聞
」
は
、
二
月
二
十
日
（
金
・
第
一
六
八
五
号
）、
五
月
七
日
（
木
・
第
一
七
四
九
号
）、
五
月
三
十
一
日
（
日
・
第
一
七
七
〇
号
）、



一
一
八

十
二
月
十
九
日
（
土
・
第
一
九
四
二
号
）
の
四
日
分
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
「
欠
」
で
あ
り
、
検
討
対
象
は
三
〇
五
日
分
。

昭
和
十
七
年
、「
図
画
」
の
掲
載
数
は
九
三
作
品
。
前
年
の
十
六
年
の
掲
載
数
が
三
〇
六
作
品
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
幅
な
掲
載
減
と
な
っ
た
。

内
訳
は
、
第
一
四
半
期
が
二
七
作
品
。（
一
六
年
は
五
一
作
品
）

　
　
　
　

第
二
四
半
期
が
一
九
作
品
。（　

同
右　

九
二
作
品
）

　
　
　
　

第
三
四
半
期
が
二
五
作
品
。（　

同
右　

八
六
作
品
）

　
　
　
　

第
四
四
半
期
が
二
二
作
品
。（　

同
右　

七
七
作
品
）

す
べ
て
の
四
半
期
に
お
い
て
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。

十
七
年
一
年
間
に
、
複
数
の
「
図
画
」
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
児
童
は
、
二
作
品
が
六
名
、
後
は
一
作
品
ず
つ
の
掲
載
で
あ
っ
た
。

十
七
年
で
最
も
多
数
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
国
民
学
校
は
、
八
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
埼
玉
県
羽
生
校
。
複
数
が
掲
載
さ
れ
た
児
童
は
な
く
、

八
名
す
べ
て
が
二
年
生
で
あ
っ
た
。
掲
載
時
期
も
、
一
月
末
か
ら
二
月
初
め
に
集
中
し
て
お
り
、
学
年
で
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測

さ
せ
る
。

七
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
が
、
山
梨
県
穂
積
校
。
七
名
の
作
品
が
一
作
品
ず
つ
掲
載
さ
れ
、
一
年
生
が
二
作
品
、
二
年
生
が
一
作
品
、
五
年

生
が
一
作
品
、
高
等
科
一
年
生
が
一
作
品
、
高
等
科
二
年
生
が
二
作
品
掲
載
さ
れ
た
。
掲
載
時
期
は
、
六
作
品
が
九
月
、
一
作
品
が
十
月
で
あ

り
、
学
校
で
の
取
り
組
み
を
推
測
さ
せ
る
も
の
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
に
よ
る
投
稿
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
が
、
茨
城
県
聾
唖
校
と
東
京
市
京
橋
区
泰
明
校
。

茨
城
県
聾
唖
校
の
場
合
は
、
一
年
生
が
一
作
品
、
三
年
生
三
人
で
三
作
品
の
掲
載
。
掲
載
は
、
四
作
品
と
も
四
月
で
あ
る
が
、
学
校
で
の
取

り
組
み
を
推
測
さ
せ
る
も
の
は
な
い
。

京
橋
区
泰
明
校
の
場
合
は
、
四
作
品
中
三
作
品
が
「
大
東
亜
戦
争
一
周
年
記
念
」
の
作
品
で
あ
り
、
三
年
生
一
人
で
二
作
品
が
掲
載
さ
れ
、

五
年
生
二
名
で
二
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
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「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
一
）

三
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
が
、
東
京
市
神
田
区
神
龍
校
。
四
年
生
一
名
、
六
年
生
二
名
の
作
品
で
あ
っ
た
。
三
作
品
と
も
映
画
「
ハ
ワ
イ
・

マ
レ
ー
沖
海
戦
」
を
見
て
描
か
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。

以
下
、
四
半
期
毎
に
検
討
す
る
。

二　

昭
和
十
七
年
第
一
四
半
期
に
お
け
る
「
図
画
」

昭
和
十
七
年
第
一
四
半
期
（
一
月
～
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
図
画
」
は
、
次
の
二
七
作
品
。
な
お
、
一
月
三
十
一
日
か
ら
掲
載
さ
れ
た
一

八
作
品
に
は
、
画
題
が
付
記
さ
れ
た
。
画
題
は
「　

」
で
記
し
た
。
検
討
の
た
め
に
、
便
宜
的
に
、
掲
載
日
付
順
の
番
号
を
付
す
。

1　

双
翼
の
戦
闘
機
に
乗
り
込
む
兵
士
（
静
岡
県
内
浦
校
高
二
男
子
、
一
月
二
十
八
日
・
水
、
第
一
六
六
五
号
）

2　

軍
港
に
集
結
し
て
い
る
艦
船
（
東
京
市
中
野
区
啓
明
校
四
年
女
子
、
同
右
）

3　

戦
艦
を
爆
撃
し
て
い
る
双
翼
の
戦
闘
機
二
機
（
長
野
県
上
郷
校
五
年
男
子
、
同
右
）

4　

椰
子
の
生
え
て
い
る
島
で
日
本
軍
の
飛
来
に
日
の
丸
を
手
に
し
て
喜
ぶ
人
々
（
埼
玉
県
羽
生
校
二
年
女
子
、
同
右
）

5　
　

同
右　
（
埼
玉
県
羽
生
校
二
年
男
子
、
一
月
二
十
九
日
・
木
、
第
一
六
六
六
号
）

6　

編
隊
で
飛
行
す
る
戦
闘
機
（
東
京
市
小
石
川
区
駕
籠
町
校
三
年
男
子
、
同
右
）

7　

艦
船
を
爆
撃
す
る
戦
闘
機
（
神
奈
川
県
平
塚
第
一
校
二
年
男
子
、
同
右
）

8　

空
中
戦
の
戦
闘
機
群
（
埼
玉
県
羽
生
校
二
年
男
子
、
一
月
三
十
日
・
金
、
第
一
六
六
七
号
）

9　

銃
を
持
っ
て
走
る
兵
士
（
山
形
県
長
井
校
四
年
女
子
、
同
右
）

10　

戦
艦
の
上
空
を
飛
ぶ
飛
行
機
群
（
東
京
市
小
石
川
区
駕
籠
町
校
三
年
男
子
、
同
右
）
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〇

11　
「
巨
弾
の
雨
」
爆
撃
さ
れ
て
い
る
椰
子
の
生
え
て
い
る
島
（
埼
玉
県
羽
生
校
二
年
男
子
、
一
月
三
十
一
日
・
土
、
第
一
六
六
八
号
）

12　
「
い
ざ
空
襲
に
」
空
襲
に
飛
び
立
つ
飛
行
機
（
秋
田
県
矢
立
校
二
年
男
子
、
同
右
）

13　
「
日
本
バ
ン
ザ
イ
」
日
の
丸
を
挙
げ
て
喜
ぶ
人
々
（
埼
玉
県
羽
生
校
二
年
女
子
、
二
月
一
日
・
日
、
第
一
六
六
九
号
）

14　
「
見
事
に
命
中
」
爆
撃
さ
れ
て
黒
煙
を
上
げ
る
戦
艦
（
静
岡
県
静
岡
市
第
一
校
三
年
男
子
、
同
右
）

15　
「
水
柱
の
林
」
爆
撃
で
上
が
っ
て
い
る
水
柱
（
埼
玉
県
羽
生
校
二
年
女
子
、
二
月
三
日
・
火
、
第
一
六
七
〇
号
）

16　
「
沈
む
敵
艦
」
爆
撃
さ
れ
沈
も
う
と
し
て
い
る
戦
艦
（
茨
城
県
水
戸
市
浜
田
校
一
年
女
子
、
二
月
四
日
・
水
、
第
一
六
七
一
号
）

17　
「
勲
を
ま
つ
ぞ
」
出
発
す
る
飛
行
機
を
見
送
る
兵
士
た
ち
（
埼
玉
県
羽
生
校
二
年
女
子
、
同
右
）

18　
「
感
激
の
入
城
」
陥
落
さ
せ
た
街
に
入
城
す
る
日
本
軍
（
千
葉
県
八
栄
校
四
年
男
子
、
二
月
五
日
・
木
、
第
一
六
七
二
号
）

19　
「
万
歳
万
歳
」
椰
子
の
生
え
て
い
る
島
で
戦
艦
に
日
の
丸
を
振
る
人
々
（
埼
玉
県
羽
生
校
二
年
男
子
、
同
右
）

20　
「
敵
陣
近
し
」
泳
い
で
進
む
兵
隊
（
山
形
県
長
井
校
四
年
女
子
、
二
月
六
日
・
金
、
第
一
六
七
三
号
）

21　
「
逃
が
す
も
の
か
」
爆
撃
さ
れ
煙
を
あ
げ
る
戦
艦
（
東
京
市
八
王
子
市
第
七
校
高
一
女
子
、
同
右
）

22　
「
必
中
弾
」
爆
撃
さ
れ
る
戦
艦
と
爆
撃
す
る
飛
行
機
（
静
岡
県
御
殿
場
校
高
二
男
子
、
同
右
）

23　
「
見
事
に
命
中
」
艦
船
を
爆
撃
す
る
飛
行
機
（
埼
玉
県
東
野
第
一
校
高
二
女
子
、
二
月
八
日
・
日
、
第
一
六
七
五
号
）

24　
「
忽
ち
撃
沈
」
飛
行
機
に
爆
撃
さ
れ
沈
没
し
て
い
く
艦
船
（
山
形
県
沖
郷
校
三
年
男
子
、
同
右
）

25　
「
飛
行
場
粉
砕
」
日
の
丸
を
つ
け
た
飛
行
機
群
が
爆
撃
（
秋
田
県
醍
醐
校
高
二
男
子
、
同
右
）

26　
「
思
ひ
知
つ
た
か
」
艦
船
を
爆
撃
す
る
飛
行
機
群
（
秋
田
県
本
荘
校
四
年
男
子
、
二
月
十
日
・
火
、
第
一
六
七
六
号
）

27　
「
燃
え
る
敵
機
」
空
中
戦
で
敵
機
を
撃
ち
落
と
す
戦
闘
機
（
栃
木
県
吹
上
校
高
二
男
子
、
同
右
）

以
上
、
十
七
年
第
一
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
二
七
作
品
で
あ
っ
た
が
、
直
前
期
の
十
六
年
第
四
四
半
期
の
掲
載
数
が
七
七
作
品
で
あ
り
、
掲



一
二
一

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
一
）

載
数
は
激
減
し
た
。

掲
載
さ
れ
た
二
七
作
品
に
お
い
て
、
絵
柄
に
「
戦
時
下
色
」
が
見
え
る
作
品
は
二
七
作
品
。
す
な
わ
ち
、
掲
載
さ
れ
た
「
図
画
」
の
す
べ
て

の
絵
柄
が
「
戦
時
下
色
」
を
ま
と
っ
て
い
た
。
直
前
の
一
六
年
第
四
四
半
期
で
は
、
七
七
作
品
中
、「
戦
時
下
色
」
が
見
え
る
絵
柄
は
三
作
品
で

あ
り
、
掲
載
率
は
約
三
・
九
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
十
七
年
第
一
四
半
期
で
は
、「
図
画
」
の
掲
載
数
が
著
し
く
減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
戦
時
下
色
」
の
絵
柄
の
掲
載
率
は
飛

躍
的
に
増
大
し
た
こ
と
に
な
る
。

「
図
画
」
の
第
一
四
半
期
に
お
け
る
掲
載
は
一
月
二
十
八
日
（
水
・
第
一
六
六
五
号
）
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
事
情
は
、
同
日
の
第
三
面
の

囲
み
記
事
「
大
東
亜
戦
の
図
画
」
に
明
ら
か
で
あ
る
。

米
英
を
散
々
に
叩
き
の
め
し
て
ゐ
る
皇
軍
の
、
大
活
躍
ぶ
り
を
、
真
心
の
絵
筆
で
描
い
た
皇
軍
慰
問
の
自
由
画
、「
ハ
ワ
イ
海
戦
」「
マ

レ
ー
沖
海
戦
」「
香
港
陥
落
」
の
優
秀
作
品
は
、
い
よ
〳
〵
今
日
か
ら
紙
上
を
飾
り
ま
す
。
陸
に
、
空
に
、
武
勲
を
輝
か
す
皇
軍
の
勇
ま
し

い
姿
が
、
ほ
ん
た
う
に
よ
く
現
れ
て
ゐ
ま
す
。
さ
あ
、
兵
隊
さ
ん
へ
心
か
ら
の
「
あ
り
が
た
う
」
を
捧
げ
な
が
ら
、
楽
し
み
に
御
覧
く
だ

さ
い
。

「
大
東
亜
戦
の
図
画
」
は
、
十
七
年
の
一
月
一
日
（
木
・
第
一
六
四
二
号
、
第
七
面
）
の
紙
上
で
募
集
さ
れ
た
。

　
　
　

皇
軍
慰
問　

感
激
の
図
画
募
集

　
　
　
　
　

題
材
は
「
ハ
ワ
イ
海
戦
」
や
「
マ
レ
ー
沖
海
戦
」「
香
港
陥
落
」

一
度
大
東
亜
戦
争
が
始
る
と
、
忽
ち
に
し
て
皇
軍
の
大
戦
果
が
発
表
さ
れ
、
全
世
界
を
驚
か
せ
て
ゐ
ま
す
。
少
國
民
新
聞
で
は
、
こ
の

感
激
を
あ
ら
は
し
た
図
画
を
、
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。
場
面
は
「
ハ
ワ
イ
海
戦
」「
マ
レ
ー
沖
海
戦
」「
香
港
陥
落
」
の
三
つ
の
中
か
ら

選
ん
で
く
だ
さ
い
。
作
品
は
全
部
、
前
線
の
兵
隊
さ
ん
へ
の
慰
問
に
贈
り
ま
す
か
ら
、
腕
に
撚
り
を
か
け
て
、
皆
さ
ん
の
ま
ぶ
た
に
浮
か



一
二
二

ぶ
陸
、
海
、
空
の
皇
軍
勇
士
奮
戦
の
姿
を
、
勇
ま
し
く
描
い
て
下
さ
い
。

締
切
り
は
、
一
月
十
五
日
で
、「
到
着
順
に
よ
い
も
の
か
ら
順
次
紙
上
に
発
表
」
す
る
と
し
た
。

こ
の
募
集
へ
の
応
募
状
況
を
報
じ
た
記
事
が
一
月
十
八
日
（
日
・
第
一
六
五
七
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
　
　

少
國
民
新
聞
募
集　

皇
軍
慰
問　

大
東
亜
戦
の
自
由
画

元
旦
付
の
紙
上
に
発
表
の
「
ハ
ワ
イ
海
戦
」「
マ
レ
ー
沖
海
戦
」「
香
港
陥
落
」
を
題
材
と
し
て
「
皇
軍
慰
問
の
図
画
募
集
」
は
、
ぞ
く
ぞ

く
あ
が
る
無
敵
皇
軍
の
大
戦
果
に
、
感
激
の
胸
を
高
鳴
ら
せ
て
ゐ
る
皆
さ
ん
の
間
に
、
忽
ち
大
人
気
を
ま
き
お
こ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
元

旦
の
夕
刻
に
は
、
早
く
も
十
数
点
の
作
品
が
よ
せ
ら
れ
、
あ
ま
り
の
早
さ
に
編
集
部
の
先
生
は
び
つ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
毎
日
ひ

き
つ
ゞ
い
て
皆
さ
ん
の
力
作
が
届
き
、
締
切
の
十
五
日
夕
刻
ま
で
に
は
、
力
作
二
千
二
十
三
枚
の
多
き
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
樺
太
や
北
海

道
か
ら
も
沢
山
応
募
さ
れ
ま
し
た
。

二
週
間
ほ
ど
の
募
集
期
間
に
、
二
千
枚
を
超
す
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
、
図
画
の
担
任
教
師
が
「
五
十
余
人
の
皆
さ
ん
絵
を

ま
と
め
て
」
送
っ
て
き
た
り
、
女
子
児
童
か
ら
の
応
募
作
品
が
多
か
っ
た
こ
と
も
「
嬉
し
い
こ
と
の
一
つ
」
だ
っ
た
と
記
し
た
。

「
ハ
ワ
イ
海
戦
」「
マ
レ
ー
沖
海
戦
」「
香
港
陥
落
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
前
年
十
二
月
八
日
に
開
戦
と
な
っ
た
「
大
東
亜
戦
争
」
の
戦
闘

で
あ
り
、
連
日
報
道
さ
れ
た
戦
果
に
児
童
た
ち
も
興
奮
し
、
ま
た
、
戦
果
に
感
激
し
た
結
果
か
、「
女
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
の
多
か
つ
た
こ

と
」
は
、
予
想
外
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

第
一
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
二
七
作
品
は
、「
皇
軍
慰
問
」
の
自
由
画
募
集
に
応
募
し
た
作
品
の
中
か
ら
の
掲
載
で
あ
り
、
一
月
二
十
八
日
か

ら
二
月
十
日
ま
で
集
中
し
て
の
掲
載
で
あ
り
、
一
月
二
十
八
日
以
前
及
び
二
月
十
日
以
降
の
掲
載
は
な
か
っ
た
。



一
二
三

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
一
）

二
七
作
品
の
う
ち
、
複
数
が
掲
載
さ
れ
た
在
籍
校
は
、
埼
玉
県
羽
生
校
が
八
名
で
八
作
品
。
東
京
市
小
石
川
区
駕
籠
町
校
と
山
形
県
長
井
校

が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
名
で
二
作
品
。

埼
玉
県
羽
生
校
の
八
作
品
は
、
す
べ
て
二
年
生
の
作
品
。
一
校
で
八
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
十
七
年
度
の
最
多
と
な
っ
た
が
、
第
一
四

半
期
だ
け
の
掲
載
で
あ
っ
た
。
図
画
の
担
任
教
師
が
「
五
十
余
人
の
皆
さ
ん
絵
を
ま
と
め
て
」
送
っ
て
き
た
り
し
た
と
い
う
が
、
羽
生
校
も
そ

う
し
た
一
つ
で
あ
っ
た
か
。

羽
生
校
八
名
の
児
童
に
よ
る
八
作
品
の
絵
柄
は
、
画
題
に
「
日
本
バ
ン
ザ
イ
」
と
付
け
ら
れ
た
日
の
丸
を
挙
げ
て
い
る
島
民
を
描
い
た
作
品

を
は
じ
め
、
画
題
が
付
記
さ
れ
て
い
な
い
二
作
品
の
絵
柄
は
、
椰
子
の
繁
る
島
で
飛
ん
で
い
る
飛
行
機
に
日
の
丸
を
振
る
人
々
で
あ
り
、
画
題

「
巨
弾
の
雨
」
の
作
品
で
は
椰
子
の
生
え
て
い
る
島
が
爆
撃
さ
れ
て
い
る
絵
柄
で
あ
る
。

画
題
「
万
歳
万
歳
」
で
も
、
椰
子
の
生
え
て
い
る
島
に
入
港
し
て
き
た
戦
艦
を
日
の
丸
で
迎
え
る
人
々
が
描
か
れ
、「
椰
子
」「
日
の
丸
」
が

描
き
こ
ま
れ
て
い
る
作
品
は
、
八
作
品
中
五
作
品
に
お
よ
び
、
南
洋
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
「
マ
レ
ー
沖
海
戦
」
が
画
題
で
あ
っ
た
か
。

三　

昭
和
十
七
年
第
二
四
半
期
に
お
け
る
「
図
画
」

昭
和
十
七
年
第
二
四
半
期
（
四
月
～
六
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
図
画
」
は
、
次
の
一
九
作
品
。
検
討
の
た
め
に
、
便
宜
的
に
、
第
一
四
半
期

を
引
き
継
い
で
、
掲
載
日
付
順
の
番
号
を
付
す
。

28　

立
木
の
あ
る
家
屋
（
茨
城
県
聾
唖
校
三
年
男
子
、
四
月
十
一
日
・
土
、
第
一
七
二
七
号
）

29　

爆
撃
す
る
飛
行
機
と
あ
が
る
水
柱
（
北
海
道
江
別
第
二
校
四
年
男
子
、
四
月
十
二
日
・
日
、
第
一
七
二
八
号
）

30　

爆
弾
を
投
下
す
る
飛
行
機
群
（
青
森
県
堀
越
校
四
年
男
子
、
四
月
十
四
日
・
火
、
第
一
七
二
九
号
）



一
二
四

31　

日
の
丸
を
た
て
た
戦
車
（
茨
城
県
園
部
校
三
年
男
子
、
四
月
十
五
日
・
水
、
第
一
七
三
〇
号
）

32　

戦
艦
の
二
門
の
砲
塔
（
北
海
道
柏
校
四
年
男
子
、
四
月
十
七
日
・
金
、
第
一
七
三
二
号
）

33　

拭
き
掃
除
を
し
て
い
る
母
と
男
児
（
群
馬
県
桐
生
市
東
校
四
年
女
子
、
四
月
十
七
日
・
金
、
第
一
七
三
二
号
）

34　

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
い
る
多
数
の
兵
士
（
茨
城
県
聾
唖
校
一
年
男
子
、
四
月
十
九
日
・
日
、
第
一
七
三
四
号
）

35　

大
縄
跳
び
を
し
て
い
る
女
児
た
ち
（
茨
城
県
聾
唖
校
三
年
女
子
、
四
月
二
十
四
日
・
金
、
第
一
七
三
八
号
）

36　

電
信
柱
が
立
っ
て
い
る
路
地
（
茨
城
県
聾
唖
校
三
年
男
子
、
四
月
二
十
六
日
・
日
、
第
一
七
四
〇
号
）

37　

両
脇
に
絞
っ
た
カ
ー
テ
ン
と
飲
み
物
と
本
が
あ
る
部
屋
（
北
海
道
森
校
四
年
女
子
、
同
右
）

38　

一
人
の
飛
行
兵
（
神
奈
川
県
川
崎
市
住
吉
校
五
年
男
子
、
四
月
十
二
日
・
日
、
第
一
七
二
八
号
）

39　

戦
艦
の
砲
塔
と
水
兵
（
北
海
道
江
別
第
二
校
四
年
男
子
、
五
月
五
日
・
火
、
第
一
七
四
七
号
）

40　

戦
車
と
兵
士
（
埼
玉
県
北
泉
校
四
年
男
子
、
六
月
三
日
・
水
、
第
一
七
七
二
号
）

41　

壺
（
一
つ
）（
宮
城
県
登
米
校
六
年
女
子
、
六
月
五
日
・
金
、
第
一
七
七
四
号
）

42　

空
に
伸
び
る
数
本
の
探
照
灯
の
光
線
（
青
森
県
石
川
校
六
年
男
子
、
六
月
六
日
・
土
、
第
一
七
七
五
号
）

43　

カ
ニ
と
エ
ビ
（
新
潟
県
鵜
川
校
高
二
男
子
、
六
月
九
日
・
火
、
第
一
七
七
七
号
）

44　

遠
景
に
山
、
中
景
に
林
と
高
圧
線
鉄
塔
、
近
景
に
畑
（
埼
玉
県
三
芳
校
四
年
男
子
、
同
右
）

45　

瓶
と
皿
（
茨
城
県
大
野
校
六
年
女
子
、
六
月
二
十
四
日
・
水
、
第
一
七
九
〇
号
）

46　

鉢
植
え
の
花
（
北
海
道
月
寒
校
高
二
男
子
、
同
右
）

以
上
、
第
二
四
半
期
一
九
作
品
の
う
ち
、
絵
柄
に
「
戦
時
下
色
」
が
描
か
れ
た
の
は
、
28
、
29
、
30
、
31
、
32
、
34
、
38
、
39
、
40
、
42
の

九
作
品
。
掲
載
率
は
、
四
七
・
四
％
。
直
前
期
の
第
一
四
半
期
は
、「
皇
軍
慰
問
」
の
自
由
画
募
集
に
応
募
し
た
作
品
の
み
の
掲
載
で
あ
っ
た
か



一
二
五

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
一
）

ら
、「
戦
時
下
色
」
の
絵
柄
の
作
品
は
一
〇
〇
％
の
掲
載
率
。

第
二
四
半
期
で
の
掲
載
率
の
減
少
は
、
あ
る
意
味
で
平
常
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
掲
載
数
の
ほ
ぼ
半
数
、
約
五
割
の

掲
載
で
あ
り
、
少
な
く
な
い
掲
載
率
で
あ
っ
た
。

「
29
爆
撃
す
る
飛
行
機
と
あ
が
る
水
柱
」
と
「
39
戦
艦
の
砲
塔
と
水
兵
」
の
作
者
は
、
同
じ
児
童
な
の
で
、
八
名
に
よ
る
九
作
品
で
あ
っ
た
。

第
二
四
半
期
の
絵
柄
に
「
戦
時
下
色
」
の
あ
る
作
品
を
描
い
た
児
童
八
名
は
、
す
べ
て
男
子
児
童
。

第
一
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
「
大
東
亜
戦
」
二
七
作
品
の
う
ち
、
九
作
品
（
八
名
）
の
作
者
が
女
子
児
童
で
あ
っ
た
。「
大
東
亜
戦
の
自
由

画
」（
一
月
十
八
日
・
日
・
第
一
六
五
七
号
）
に
お
い
て
、
女
子
児
童
か
ら
の
応
募
作
品
が
多
か
っ
た
こ
と
も
「
嬉
し
い
こ
と
の
一
つ
」
だ
っ
た

と
記
し
て
い
た
が
、
女
子
児
童
は
、
一
般
的
に
戦
争
風
景
を
絵
柄
に
選
ば
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
二
四
半
期
に

「
戦
時
下
色
」
の
絵
柄
が
な
い
こ
と
は
、
自
発
的
な
絵
柄
と
し
て
は
、「
戦
時
下
色
」
の
絵
柄
に
、
女
子
児
童
は
あ
ま
り
積
極
的
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

九
作
品
の
絵
柄
は
、
攻
撃
し
て
い
る
様
子
を
描
い
た
作
品
が
29
と
30
の
二
点
。
ほ
か
の
七
点
は
、
戦
闘
中
の
絵
柄
で
は
な
く
、
第
一
四
半
期

と
は
傾
向
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第
一
四
半
期
が
、
戦
闘
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
募
集
で
あ
っ
た
こ
と
に
理
由
が
あ
り
、
新
聞
社
が
募
集

し
た
の
で
は
な
い
、
自
発
的
な
作
品
に
選
ば
れ
た
絵
柄
で
あ
る
「
31
日
の
丸
を
た
て
た
戦
車
」、「
34
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
い
る
多
数
の
兵
士
」、

「
40
戦
車
と
兵
士
」
は
、
児
童
が
眼
に
し
た
絵
柄
と
も
推
測
さ
れ
る
。

第
二
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
一
九
作
品
の
う
ち
、「
戦
時
下
色
」
を
絵
柄
と
す
る
九
作
品
以
外
の
一
〇
作
品
の
絵
柄
は
、
人
物
画
二
作
品
、
風

景
画
四
作
品
、
静
物
画
四
作
品
。

人
物
画
は
、「
33
拭
き
掃
除
を
し
て
い
る
母
と
男
児
」
と
「
35
大
縄
跳
び
を
し
て
い
る
女
児
た
ち
」。

33
は
、
作
者
が
女
子
児
童
で
あ
る
か
ら
、
男
児
は
、
作
者
の
弟
か
。
家
族
の
風
景
を
描
い
た
と
い
う
こ
と
。
35
の
大
縄
跳
び
は
、
作
者
の
女

子
児
童
が
校
庭
で
見
た
光
景
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
両
作
品
と
も
、
作
者
の
日
常
風
景
だ
。



一
二
六

風
景
画
は
、「
28
立
木
の
あ
る
家
屋
」、「
36
電
信
柱
が
立
っ
て
い
る
路
地
」、「
37
両
脇
に
絞
っ
た
カ
ー
テ
ン
と
飲
み
物
と
本
が
あ
る
部
屋
」、

「
44
遠
景
に
山
、
中
景
に
林
と
高
圧
線
鉄
塔
、
近
景
に
畑
」
の
四
作
品
。
児
童
が
、
日
常
で
目
に
し
て
い
る
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
こ
と
。

静
物
画
は
、「
41
壺
（
一
つ
）」、「
43
カ
ニ
と
エ
ビ
」、「
45
瓶
と
皿
」、「
46
鉢
植
え
の
花
」
の
四
作
品
。
41
、
45
、
46
は
、
静
物
画
の
絵
柄
と

し
て
は
、
い
わ
ば
定
番
と
も
い
え
る
オ
ブ
ジ
ェ
だ
が
、「
カ
ニ
と
エ
ビ
」
は
、
作
者
が
新
潟
県
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
四
半
期
に
複
数
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
茨
城
県
聾
唖
校
で
、
四
作
品
。
一
年
生
一
作
品
、
三
年
生
三
作
品
が
、
こ
の
第
二
四
半

期
の
四
月
に
だ
け
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
で
、
最
も
早
く
掲
載
さ
れ
た
の
は
四
月
十
一
日
紙
面
で
あ
り
、
新
学
期
開
始
後
の
授
業
で
の
取
り

組
み
と
は
考
え
に
く
い
。
一
方
、
四
月
十
九
日
（
日
）
紙
面
に
は
「
一
年
生
」
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
入
学
前
か
ら
取
り
組
み
、
入
学

後
に
投
稿
し
た
と
考
え
る
こ
と
に
も
無
理
が
あ
る
。
入
学
式
が
四
月
六
日
の
月
曜
日
と
仮
定
し
て
、
紙
面
印
刷
の
都
合
か
ら
は
、
東
京
に
十
七

日
に
は
到
着
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
ら
ば
、
現
代
の
感
覚
で
考
え
る
と
、
茨
城
県
で
の
投
函
は
遅
く
て
も
十
五
日
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と

は
、
入
学
式
翌
日
の
七
日
（
火
）
か
ら
十
四
日
（
火
）
の
間
の
「
図
画
」
の
時
間
に
描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
実
質
、
新
入
生

の
入
学
後
の
一
週
間
で
あ
り
、
相
当
、
忙
し
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
四
月
に
集
中
し
て
掲
載
さ
れ
た
事
情
は
推
測
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

四　

昭
和
十
七
年
第
三
四
半
期
に
お
け
る
「
図
画
」

昭
和
十
七
年
第
三
四
半
期
（
七
月
～
九
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
図
画
」
は
、
次
の
二
五
作
品
。
画
題
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
、「　

」
で
記
し

た
。
検
討
の
た
め
に
、
便
宜
的
に
、
第
二
四
半
期
を
引
き
継
い
で
、
掲
載
日
付
順
の
番
号
を
付
す
。

47　
「
軍
艦
旗
」
戦
艦
に
掲
げ
ら
れ
た
軍
艦
旗
（
愛
知
県
名
古
屋
市
那
古
野
校
一
年
男
子
、
七
月
十
九
日
・
日
、
第
一
八
一
二
号
）



一
二
七

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
一
）

48　
「
漁
村
」
網
を
引
く
漁
師
（
岡
山
県
岡
山
市
南
方
校
三
年
女
子
、
同
右
）

49　
「
造
船
所
」
船
首
を
建
造
中
の
造
船
所
（
同
右
校
四
年
男
子
、
同
右
）

50　
「
南
国
の
海
」
椰
子
の
生
え
て
い
る
間
に
立
っ
て
日
の
丸
を
掲
げ
る
人
々
（
南
洋
庁
サ
イ
パ
ン
公
学
校
二
年
ア
グ
ス
テ
ン
、
同
右
）

51　
「
積
出
し
」
港
で
積
み
込
み
中
の
貨
物
船
（
山
口
県
防
府
市
華
浦
校
五
年
女
子
、
七
月
二
十
二
日
・
水
、
第
一
八
一
四
号
）

52　
「
軍
艦
と
落
下
傘
部
隊
」
軍
艦
と
飛
行
機
か
ら
飛
び
降
り
る
落
下
傘
部
隊
（
愛
知
県
名
古
屋
市
那
古
野
校
四
年
男
子
、
同
右
）

53　

列
車
で
の
出
征
を
見
送
る
人
々
（
島
根
県
美
濃
郡
小
野
村
戸
田
校
高
二
男
子
、
七
月
二
十
九
日
・
水
、
第
一
八
二
〇
号
）

54　

戦
艦
と
空
に
飛
行
機
二
機
（
埼
玉
県
所
沢
校
三
年
男
子
、
同
右
）

55　

荷
車
を
押
す
子
供
た
ち
（
静
岡
県
庵
原
郡
富
士
川
校
一
年
男
子
、
同
右
）

56　

傷
痍
軍
人
に
挨
拶
す
る
子
供
た
ち
（
福
井
県
丹
生
郡
吉
川
村
校
二
年
女
子
、
同
右
）

57　

戦
艦
と
上
空
に
戦
闘
機
（
東
京
市
豊
島
区
高
田
第
五
校
二
年
男
子
、
九
月
一
日
・
火
、
第
一
八
四
九
号
）

58　

傘
を
さ
す
二
人
の
児
童
（
山
梨
県
穂
積
校
一
年
女
子
、
同
右
）

59　

鉢
植
え
の
花
（
北
海
道
鹿
追
校
四
年
女
子
、
九
月
二
日
・
水
、
第
一
八
五
〇
号
）

60　

飛
行
機
と
交
戦
し
て
い
る
戦
艦
（
山
梨
県
穂
積
校
二
年
男
子
、
同
右
）

61　

戦
闘
機
と
交
戦
中
の
艦
船
（
北
海
道
芨
尻
校
四
年
男
子
、
九
月
三
日
・
木
、
第
一
八
五
一
号
）

62　

塀
に
囲
ま
れ
立
木
の
あ
る
大
き
な
家
屋
（
山
梨
県
三
村
校
六
年
男
子
、
同
右
）

63　

戦
闘
機
と
交
戦
中
の
戦
艦
（
北
海
道
鹿
追
校
二
年
男
子
、
九
月
四
日
・
金
、
第
一
八
五
二
号
）

64　

リ
ボ
ン
を
巻
い
た
帽
子
（
千
葉
県
銚
子
市
中
央
校
六
年
女
子
、
同
右
）

65　

立
木
の
あ
る
家
屋
（
山
形
県
相
模
校
六
年
男
子
、
九
月
六
日
・
日
、
第
一
八
五
四
号
）

66　

開
い
た
本
と
閉
じ
た
本
（
山
梨
県
穂
積
校
高
二
女
子
、
同
右
）



一
二
八

67　

皿
に
の
せ
た
果
物
（
千
葉
県
野
田
校
四
年
女
子
、
九
月
九
日
・
水
、
第
一
八
五
六
号
）

68　

田
で
働
く
人
々
（
山
梨
県
穂
積
校
高
二
男
子
、
同
右
）

69　

立
木
の
あ
る
家
屋
（
群
馬
県
黒
保
根
校
四
年
男
子
、
九
月
十
一
日
・
金
、
第
一
八
五
八
号
）

70　

戦
艦
上
空
を
飛
ぶ
戦
闘
機
（
山
梨
県
穂
積
校
一
年
男
子
、
同
右
）

71　

立
て
か
け
ら
れ
た
コ
ウ
モ
リ
傘
（
同
右
校
五
年
男
子
、
九
月
十
三
日
・
日
、
第
一
八
六
〇
号
）

以
上
、
第
三
四
半
期
二
五
作
品
の
う
ち
、
絵
柄
に
「
戦
時
下
色
」
が
描
か
れ
た
の
は
、
47
、
52
、
53
、
54
、
55
、
56
、
57
、
60
、
61
、
63
、

70
の
一
一
作
品
。
掲
載
率
は
、
四
四
％
。
第
二
四
半
期
が
四
七
・
四
％
で
あ
っ
た
か
ら
、
若
干
、
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。

掲
載
さ
れ
た
二
五
作
品
の
う
ち
、「
少
國
民
新
聞
」
が
募
集
し
た
「
海
と
艦
船
」
の
図
画
作
品
の
入
選
六
作
品
が
七
月
に
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
募
集
は
、
三
月
七
日
（
土
、
第
一
六
九
八
号
四
面
）
に
、
次
の
よ
う
に
、
募
集
広
告
さ
れ
た
。

　
　
　

第
二
回
「
海
の
記
念
日
」
を
前
に

　
　
　
　
　
　

船
と
海
の
作
品
募
集

　
　
　
　
　
　
　

少
國
民
新
聞
が
協
力
し
て
皆
さ
ん
か
ら

去
年
か
ら
七
月
二
十
日
を
「
海
の
記
念
日
」
と
定
め
て
、
日
本
全
国
民
に
海
の
知
識
を
ひ
ろ
め
ま
し
た
。
少
國
民
新
聞
で
は
、
日
本
海

運
報
国
団
に
後
援
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら
「
海
の
作
品
」
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
続
い
て
今
回
第
二
回
の
「
少
国
民
海
の
作
品
」
を
募
り

ま
す
。
今
度
は
日
本
海
運
報
国
団
、
日
本
海
事
振
興
会
、
日
本
少
国
民
文
化
協
会
と
少
國
民
新
聞
が
主
催
し
、
海
軍
省
、
文
部
省
、
逓
信

省
、
情
報
局
が
後
援
で
す
。
作
品
は
図
画
と
綴
方
で
、
全
国
の
国
民
学
校
の
皆
さ
ん
か
ら
募
り
ま
す
。



一
二
九

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
一
）

こ
の
募
集
の
締
め
切
り
は
五
月
三
十
一
日
、
審
査
結
果
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
七
月
十
九
日
（
日
）。
以
下
は
、
同
日
二
面
に
掲
載
さ
れ
た
結

果
発
表
。

　
　
　
「
海
ゆ
く
日
本
」
の
心
意
気
に

　
　
　
　
　

あ
ふ
れ
た
傑
作
揃
ひ

　
　
　
　
　
　
「
海
と
艦
船
」
の
作
品
入
選
き
ま
る

黒
潮
お
ど
る
太
平
洋
、
海
水
わ
き
た
つ
イ
ン
ド
洋
に
、
さ
て
は
氷
の
流
れ
る
北
海
に
、
わ
が
無
敵
海
軍
は
堂
々
の
進
軍
を
つ
づ
け
て
ゐ

ま
す
。
こ
の
大
東
亜
戦
争
下
に
初
め
て
迎
へ
る
明
日
の
「
海
の
記
念
日
」
を
前
に
し
て
、
少
國
民
新
聞
が
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
た

「
海
と
艦
船
」
の
作
品
の
、
当
選
発
表
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

図
画
の
応
募
作
品
は
、「
七
千
三
百
四
十
三
点
」。
審
査
の
結
果
、
海
軍
大
臣
賞
に
「
47
軍
艦
旗
」、
文
部
大
臣
賞
に
「
48
漁
村
」、
逓
信
大
臣

賞
に
「
49
造
船
所
」、
情
報
局
総
裁
賞
に
「
50
南
国
の
海
」
が
選
ば
れ
、「
二
等
」
に
四
名
が
選
ば
れ
、
そ
の
う
ち
、「
51
積
出
し
」
と
「
52
軍
艦

と
落
下
傘
部
隊
」
の
二
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。

各
大
臣
賞
と
二
等
の
受
賞
作
品
の
う
ち
、「
戦
時
下
色
」
が
描
か
れ
た
絵
柄
は
、
47
と
52
の
二
作
品
の
み
で
あ
り
、
他
の
受
賞
作
品
に
は
、
戦

時
下
ゆ
え
の
絵
柄
が
扱
わ
れ
な
か
っ
た
。

情
報
局
総
裁
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、「
南
洋
庁
サ
イ
パ
ン
公
学
校
補
習
科
二
年
ア
グ
ス
テ
ン
・
セ
イ
リ
ス
」。
氏
名
か
ら
は
、
サ
イ
パ
ン
の
現

地
住
民
で
あ
っ
た
か
。

ま
た
、
国
内
の
一
九
の
府
県
と
中
国
・
関
東
州
、
南
洋
庁
か
ら
「
三
等
」
に
百
名
が
選
ば
れ
氏
名
が
掲
載
さ
れ
、「
南
洋
庁
」
か
ら
は
十
五

名
、「
関
東
州
」
か
ら
三
名
が
入
賞
し
た
。
い
わ
ゆ
る
内
地
、
外
地
か
ら
七
千
三
百
余
の
応
募
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
主
催
し
た
各
団



一
三
〇

体
の
働
き
か
け
な
ど
が
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

絵
柄
に
「
戦
時
下
色
」
の
あ
る
作
品
の
う
ち
、
53
、
54
、
55
、
56
の
四
作
品
は
、「
少
國
民
新
聞
」
が
募
集
し
た
軍
人
援
護
ポ
ス
タ
ー
の
入
選

作
品
。
軍
人
援
護
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
広
告
は
、
五
月
二
十
二
日
（
金
・
第
一
七
六
二
号
）
第
二
面
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
　
　

皆
さ
ん
か
ら
募
集　
　

軍
人
援
護
ポ
ス
タ
ー

支
那
事
変
に
続
く
大
東
亜
戦
争
の
大
戦
果
は
、
全
く
兵
隊
さ
ん
の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
忠
霊
に
深
い
感
謝
を
捧
げ
る
と
同

時
に
、
そ
の
出
征
軍
人
の
家
族
、
傷
痍
の
勇
士
を
出
来
る
だ
け
お
助
け
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
そ
の
心
持
を
あ
ら
は
し
た
ポ

ス
タ
ー
を
、
皆
さ
ん
か
ら
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
の
内
容
は
、「
忠
霊
の
家
、
出
征
軍
人
の
家
族
、
傷
痍
軍
人
を
お
助
け
す
る
気
持
の
あ
ら
は
れ
た
も
の
で
、
必
ず
自
作
そ
の
他
の
適

当
な
標
語
を
書
込
む
こ
と
。
遺
族
章
や
軍
人
傷
痍
記
章
を
つ
け
る
場
合
は
右
胸
で
す
。
な
ほ
傷
痍
の
勇
士
を
描
く
場
合
は
、
白
衣
を
使
つ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
和
服
、
洋
服
、
仕
事
着
な
ど
、
い
づ
れ
で
も
よ
ろ
し
い
」
と
「
規
則
」
に
記
さ
れ
、「
な
る
べ
く
学
校
で
ま
と
め
て
、
校
長
先
生

か
ら
送
つ
て
い
た
だ
く
こ
と
」
と
さ
れ
た
。

締
切
り
は
、
六
月
三
十
日
で
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
一
か
月
の
募
集
期
間
に
、
全
国
か
ら
「
十
五
万
七
千
百
九
点
」
の
応
募
が
あ
っ
た
（
七
月
二

十
九
日
「
軍
人
援
護
ポ
ス
タ
ー
」
審
査
結
果
発
表
）。

特
選
は
四
名
。
文
部
大
臣
賞
は
「
53
列
車
で
の
出
征
を
見
送
る
人
々
」
の
絵
柄
で
、
標
語
は
「
征
く
か　

頼
む
ぞ
、
後
は
引
受
た
」。

軍
事
保
護
院
総
裁
賞
は
、「
54
戦
艦
と
空
に
飛
行
機
二
機
」
の
絵
柄
で
、「
兵
隊
さ
ん
あ
り
が
と
う
」
の
標
語
。

軍
人
援
護
会
長
賞
は
、「
55
荷
車
を
押
す
子
供
た
ち
」
の
絵
柄
に
、「
ボ
ク
ラ
モ
ヒ
ト
ヤ
ク　

ユ
ウ
シ
ノ
テ
ア
シ
」
の
標
語
。

少
國
民
新
聞
賞
は
、「
56
傷
痍
軍
人
に
挨
拶
す
る
子
供
た
ち
」
の
絵
柄
で
、「
ヲ
ジ
サ
ン
ア
リ
ガ
タ
ウ　

コ
ン
ド
ハ
ボ
ク
ラ
ダ
」
の
標
語
。



一
三
一

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
一
）

応
募
作
品
に
は
、
絵
柄
に
「
必
ず
自
作
そ
の
他
の
適
当
な
標
語
を
書
き
込
む
こ
と
」
と
応
募
条
件
が
付
さ
れ
た
が
、「
適
当
な
標
語
」
と
し

て
、「
少
國
民
新
聞
」
六
月
十
九
日
（
金
・
第
一
七
八
六
号
）
二
面
に
、「
軍
事
保
護
院
で
選
定
」
の
標
語
と
し
て
一
八
が
掲
載
さ
れ
た
。
入
選

し
た
四
作
品
の
標
語
は
、
学
年
に
よ
っ
て
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
な
っ
た
も
の
の
、
こ
の
一
八
の
標
語
の
中
か
ら
採
ら
れ
て
い
た
。

「
海
と
艦
船
」「
軍
人
援
護
ポ
ス
タ
ー
」
の
作
品
は
、「
少
國
民
新
聞
」
の
募
集
へ
の
応
募
で
あ
り
、
絵
柄
の
選
択
は
、
募
集
趣
旨
に
適
う
も
の

で
あ
り
、
い
わ
ば
他
律
的
な
絵
柄
と
い
え
よ
う
が
、
児
童
自
ら
に
よ
る
、
い
わ
ば
自
律
的
な
絵
柄
選
択
に
よ
る
戦
時
下
色
を
絵
柄
と
す
る
作
品

は
、「
57
戦
艦
と
上
空
に
戦
闘
機
」、「
60
飛
行
機
と
交
戦
し
て
い
る
戦
艦
」、「
61
戦
闘
機
と
交
戦
中
の
艦
船
」、「
63
戦
闘
機
と
交
戦
中
の
戦
艦
」、

「
70
戦
艦
上
空
を
飛
ぶ
戦
闘
機
」
な
ど
、
そ
の
何
れ
も
が
戦
闘
風
景
か
、
戦
闘
状
況
を
迎
え
る
絵
柄
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
児
童
た
ち
は
、
こ
う
し
た
戦
闘
場
面
に
直
接
出
会
い
、
目
に
し
た
こ
と
で
は
な
い
。
絵
柄
は
、
想
像
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
切
っ
掛
け
は
、
随
時
、「
少
國
民
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
戦
地
か
ら
の
報
道
写
真
や
ニ
ュ
ー
ス
映
画
で
の
見
聞
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
と
推
測
で
き
る
。

第
三
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
二
五
作
品
の
う
ち
、「
戦
時
下
色
」
を
絵
柄
と
す
る
一
一
作
品
と
「
海
と
艦
船
」
に
入
選
し
た
四
作
品
以
外
の
一

〇
作
品
の
絵
柄
は
、
人
物
画
二
作
品
、
風
景
画
三
作
品
、
静
物
画
五
作
品
。

人
物
画
は
、「
58
傘
を
さ
す
二
人
の
児
童
」
と
「
68
田
で
働
く
人
々
」。
58
の
児
童
は
、
男
児
と
女
児
。
二
人
と
も
長
靴
を
は
き
、
傘
の
骨
が

見
え
る
か
ら
唐
笠
を
さ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。
女
児
は
ス
カ
ー
ト
の
よ
う
だ
。
68
で
は
、
数
人
が
田
の
中
で
働
い
て
い
る
。
季
節
か
ら
は
、

田
の
草
取
り
で
で
も
あ
ろ
う
か
。
作
者
は
高
等
科
の
二
年
生
。
本
人
の
勤
労
体
験
か
。

風
景
画
は
、「
62
塀
に
囲
ま
れ
立
木
の
あ
る
大
き
な
家
屋
」、「
65
立
木
の
あ
る
家
屋
」、「
69
立
木
の
あ
る
家
屋
」
の
三
作
品
。
児
童
が
、
目
に

し
て
い
る
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
だ
。

静
物
画
は
、「
59
鉢
植
え
の
花
」、「
64
リ
ボ
ン
を
巻
い
た
帽
子
、「
66
開
い
た
本
と
閉
じ
た
本
」、「
67
皿
に
の
せ
た
果
物
」、「
71
立
て
か
け
ら

れ
た
コ
ウ
モ
リ
傘
」
の
五
作
品
。
66
の
開
い
た
本
に
は
、
文
字
も
描
か
れ
た
丁
寧
な
作
品
。
67
の
皿
に
の
っ
て
い
る
果
物
の
種
類
ま
で
は
判
別



一
三
二

で
き
な
い
。

第
三
四
半
期
の
掲
載
状
況
は
、
七
月
十
九
日
、
二
十
二
日
、
二
十
九
日
の
三
日
間
の
掲
載
に
、
何
れ
も
募
集
し
て
い
た
「
海
と
艦
船
」
と
軍

人
援
護
ポ
ス
タ
ー
の
入
選
作
品
が
掲
載
さ
れ
、
読
者
か
ら
の
投
稿
作
品
は
九
月
一
日
か
ら
十
三
日
の
間
に
掲
載
さ
れ
た
。
八
月
に
は
、「
図
画
」

の
掲
載
は
な
か
っ
た
。

第
三
四
半
期
に
複
数
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
児
童
は
な
か
っ
た
が
、
在
籍
校
で
は
、
山
梨
県
穂
積
校
が
六
人
で
六
作
品
掲
載
さ
れ
た
。
内
訳

は
、
一
年
生
二
作
品
、
二
年
生
一
作
品
、
五
年
生
一
作
品
、
高
等
科
二
年
生
二
作
品
。

二
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
二
校
。
愛
知
県
名
古
屋
市
那
古
野
校
の
二
年
生
と
四
年
生
、
岡
山
県
岡
山
市
南
方
校
の
三
年
生
と
四
年
生
。

こ
の
二
校
四
名
の
作
品
は
、「
海
と
艦
船
」
の
入
選
作
品
。
那
古
野
校
は
、
海
軍
大
臣
賞
と
二
等
入
選
。
南
方
校
は
、
文
部
大
臣
賞
と
逓
信
大
臣

賞
。
七
千
三
百
四
十
三
点
応
募
へ
の
審
査
結
果
と
し
て
二
校
四
名
が
入
選
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
優
秀
作
が
集
中
し
た
こ
と
も
事
実
。

五　

昭
和
十
七
年
第
四
四
半
期
に
お
け
る
「
図
画
」

昭
和
十
七
年
第
四
四
半
期
（
十
月
～
十
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
図
画
」
は
、
次
の
二
二
作
品
。
画
題
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
、「　

」
で
記

し
た
。
検
討
の
た
め
に
、
便
宜
的
に
、
第
三
四
半
期
を
引
き
継
い
で
、
掲
載
日
付
順
の
番
号
を
付
す
。

72　

日
の
丸
を
立
て
た
戦
車
（
北
海
道
長
沼
第
四
校
四
年
男
子
、
十
月
十
八
日
・
日
、
第
一
八
八
九
号
）

73　

紙
風
船
（
一
つ
）（
長
野
県
平
岡
校
五
年
女
子
、
同
右
）

74　

遠
景
に
山
、
中
景
に
家
屋
、
近
景
に
草
花
（
山
形
県
鎮
秀
校
二
年
男
子
、
十
月
二
十
三
日
・
金
、
第
一
八
九
三
号
）

75　

立
木
の
あ
る
二
棟
（
山
形
県
相
模
校
六
年
男
子
、
同
右
）



一
三
三

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
一
）

76　

日
の
丸
を
つ
け
て
飛
行
中
の
戦
闘
機
二
機
（
北
海
道
小
樽
市
稲
穂
校
一
年
男
子
、
同
右
）

77　

校
庭
で
遊
ぶ
子
供
た
ち
（
千
葉
県
銚
子
市
中
央
校
二
年
男
子
、
十
月
二
十
八
日
・
水
、
一
八
九
七
号
）

78　

つ
け
ペ
ン
、
イ
ン
ク
壺
、
封
筒
、
便
箋
（
新
潟
県
葛
塚
校
六
年
男
子
、
同
右
）

79　

カ
ボ
チ
ャ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
群
馬
県
黒
保
根
校
四
年
男
子
、
十
月
二
十
八
日
・
水
、
一
八
九
七
号
）

80　

開
い
た
本
と
閉
じ
た
本
（
山
梨
県
穂
積
校
高
一
女
子
、
同
右
）

81　

皇
居
二
重
橋
前
で
最
敬
礼
を
す
る
人
々
（
東
京
市
京
橋
区
泰
明
校
三
年
男
子
、
十
二
月
八
日
・
火
、
第
一
九
三
二
号
）

82　
「
ハ
ワ
イ
海
戦
」
爆
撃
さ
れ
黒
煙
を
あ
げ
て
い
る
戦
艦
（
東
京
市
牛
込
区
早
稲
田
校
五
年
男
子
、
同
右
）

83　

神
社
に
参
拝
し
て
い
る
姉
弟
（
東
京
市
京
橋
区
泰
明
校
五
年
男
子
、
同
右
）

84　

戦
車
と
共
に
進
軍
す
る
兵
士
た
ち
（
東
京
市
牛
込
区
早
稲
田
校
五
年
男
子
、
十
二
月
九
日
・
水
、
第
一
九
三
三
号
）

85　

教
室
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
る
児
童
た
ち
（
東
京
市
京
橋
区
泰
明
校
三
年
男
子
、
同
右
）

86　

戦
闘
中
の
落
下
傘
部
隊
の
兵
士
（
東
京
市
向
島
区
第
二
寺
島
校
六
年
男
子
、
十
二
月
十
三
日
・
日
、
第
一
九
三
七
号
）

87　

俵
に
詰
め
る
作
業
を
し
て
い
る
人
々
（
東
京
市
京
橋
区
泰
明
校
五
年
女
子
、
同
右
）

88　

戦
闘
機
に
乗
り
込
む
飛
行
兵
（
東
京
市
神
田
区
神
龍
校
六
年
女
子
、
十
二
月
二
十
日
・
日
、
第
一
九
四
三
号
）

89　

離
陸
す
る
戦
闘
機
（
東
京
市
神
田
区
神
龍
校
六
年
女
子
、
同
右
）

90　

爆
撃
さ
れ
る
戦
艦
（
東
京
市
王
子
区
王
子
第
四
校
六
年
男
子
、
十
二
月
二
十
五
日
・
金
、
第
一
九
四
七
号
）

91　

飛
び
立
つ
飛
行
機
を
帽
子
を
振
っ
て
見
送
る
兵
士
た
ち
（
東
京
市
神
田
区
神
龍
校
四
年
女
子
、
同
右
）

92　

航
空
母
艦
に
駐
機
し
て
い
る
戦
闘
機
（
東
京
市
品
川
区
東
海
校
高
二
男
子
、
同
右
）

93　

爆
撃
す
る
戦
闘
機
（
東
京
市
王
子
区
王
子
第
四
校
六
年
男
子
、
十
二
月
二
十
七
日
・
日
、
第
一
九
四
九
号
）



一
三
四

以
上
、
第
四
四
半
期
二
二
作
品
の
う
ち
、
絵
柄
に
「
戦
時
下
色
」
が
描
か
れ
た
の
は
、
72
、
76
、
81
、
82
、
83
、
84
、
85
、
86
、
88
、
89
、

90
、
91
、
92
、
93
の
一
四
作
品
。
掲
載
率
は
、
六
三
・
六
％
。
第
三
四
半
期
は
四
四
％
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
幅
な
掲
載
率
の
上
昇
に
な
っ
た
。

一
四
作
品
の
う
ち
、
児
童
の
自
主
的
な
投
稿
作
品
は
、「
72
日
の
丸
を
た
て
た
戦
車
」「
76
日
の
丸
を
つ
け
て
飛
行
中
の
戦
闘
機
二
機
」「
86
戦

闘
中
の
落
下
傘
部
隊
」
の
三
作
品
。
72
、
76
の
絵
柄
は
児
童
の
日
常
生
活
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
こ
の
絵
柄
も
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
写
真
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
着
想
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
86
の
落
下
傘
部
隊
に
つ
い
て
も
、
新
聞
で
の
写
真
が

想
定
さ
れ
る
が
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
も
ま
た
想
定
さ
れ
よ
う
か
。

十
七
年
の
第
四
四
半
期
ゆ
え
の
作
品
は
、「
大
東
亜
戦
争
一
周
年
記
念
の
作
品
」
群
で
あ
る
。
十
二
月
八
日
に
81
、
82
、
83
の
三
作
品
、
九
日

に
84
、
85
の
二
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
五
作
品
は
、
東
京
市
京
橋
区
泰
明
校
か
ら
三
作
品
、
同
市
牛
込
区
早
稲
田
校
か
ら
二
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
が
、「
大
東
亜
戦
争
一
周
年
記

念
の
作
品
」
を
募
集
す
る
広
告
記
事
は
紙
面
に
見
る
こ
と
が
出
来
ず
、「
大
東
亜
戦
争
一
周
年
記
念
」
の
た
め
の
作
品
と
し
て
両
校
に
依
頼
さ
れ

た
も
の
と
も
推
測
で
き
る
。

85
で
は
、
児
童
が
教
室
に
「
さ
あ
二
年
目
も
勝
ち
抜
か
う
」
と
「
ほ
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て
い
る
絵
柄
。
こ

の
二
つ
の
標
語
は
、
大
政
翼
賛
会
と
朝
日
新
聞
、
東
京
日
日
新
聞
、
読
売
新
聞
が
募
集
し
た
「
大
東
亜
戦
争
一
周
年
国
民
決
意
の
標
語
」
入
選

一
〇
作
品
の
う
ち
の
二
つ
。
こ
の
年
十
一
月
二
十
七
日
に
発
表
さ
れ
た
。
た
だ
、
絵
柄
で
は
「
さ
あ
二
年
目
も
勝
ち
抜
か
う
」
と
な
っ
て
い
た

が
、
情
報
局
の
『
週
報
』（
十
七
年
十
二
月
九
日
号
、
第
三
二
二
号
）
に
は
「
さ
あ
二
年
目
も
勝
ち
抜
く
ぞ
」。

88
か
ら
93
ま
で
の
六
作
品
は
、
何
れ
も
、「
少
國
民
新
聞
」
主
催
の
「
映
画
講
堂
の
感
激
『
ハ
ワ
イ
・
マ
レ
ー
沖
海
戦
』
を
見
て
」
に
よ
る
絵

柄
。
東
宝
映
画
『
ハ
ワ
イ
・
マ
レ
ー
沖
海
戦
』（
山
本
嘉
次
郎
監
督
）
は
、
こ
の
年
（
十
七
年
）
十
二
月
三
日
に
全
国
で
封
切
ら
れ
た
。「
海
軍

省
の
後
援
で
全
国
の
学
生
、
軍
需
工
場
、
婦
人
会
な
ど
が
動
員
さ
れ
、
占
領
地
も
含
め
る
と
約
一
億
人
の
人
間
が
こ
の
映
画
を
観
て
お
り
、
日

本
映
画
史
上
、
空
前
の
ヒ
ッ
ト
作
と
な
っ
た
」（
講
談
社
『
昭
和
』
第
六
巻
、
平
成
二
・
一
）。



一
三
五

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
一
）

「
少
國
民
新
聞
」
で
は
、
児
童
を
自
社
の
「
映
画
講
堂
」
に
招
待
し
て
の
鑑
賞
会
を
開
い
て
お
り
、
掲
載
さ
れ
た
児
童
も
、
招
待
さ
れ
た
児
童

た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
四
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
二
二
作
品
の
う
ち
、「
戦
時
下
色
」
を
絵
柄
と
す
る
一
四
作
品
以
外
の
八
作
品
の
絵
柄
は
、
静
物
画
四
作
品
、
風

景
画
二
作
品
、
人
物
画
二
作
品
。

静
物
画
は
、「
73
紙
風
船
」、「
78
つ
け
ペ
ン
、
イ
ン
ク
壺
、
封
筒
、
便
箋
」、「
79
カ
ボ
チ
ャ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」、「
80
開
い
た
本
と
閉
じ
た
本
」。

描
く
対
象
は
様
々
で
あ
る
が
、
学
年
進
行
に
沿
っ
た
、
丁
寧
に
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。

80
の
「
開
い
た
本
と
閉
じ
た
本
」
は
、
第
三
四
半
期
「
66
開
い
た
本
と
閉
じ
た
本
」
と
同
じ
構
図
の
作
品
で
あ
り
、
在
籍
校
も
山
梨
県
穂
積

校
。
66
が
高
等
科
二
年
生
で
あ
り
、
80
は
高
等
科
一
年
生
と
、
学
年
が
異
な
る
が
、「
図
画
」
の
授
業
内
容
が
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ

る
作
品
。

風
景
画
は
、「
74
遠
景
に
山
、
中
景
に
家
屋
、
近
景
に
草
花
」、「
75
立
木
の
あ
る
二
棟
」。
両
作
品
と
も
山
形
県
の
在
籍
校
だ
が
、
前
者
が
二

年
生
、
後
者
が
六
年
生
。
同
じ
紙
面
の
上
下
に
配
置
さ
れ
、
学
年
の
違
い
が
分
か
っ
て
お
も
し
ろ
い
。

人
物
画
は
、「
77　

校
庭
で
遊
ぶ
子
供
た
ち
」
と
「
87　

俵
に
詰
め
る
作
業
を
し
て
い
る
人
々
」。
77
は
、
た
く
さ
ん
の
児
童
が
校
庭
で
遊
ん

で
お
り
、
休
み
時
間
の
よ
う
だ
。
87
は
、
俵
に
何
か
を
詰
め
て
い
る
大
人
た
ち
と
、
詰
め
終
わ
っ
た
俵
を
縄
で
く
く
っ
て
い
る
大
人
、
そ
れ
を

し
ゃ
が
ん
で
み
て
い
る
二
人
の
児
童
が
描
か
れ
て
い
る
。
さ
て
、
詰
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

第
四
四
半
期
の
掲
載
状
況
は
、
十
月
と
十
二
月
の
掲
載
で
あ
り
、
十
一
月
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
勿
論
、
そ
の
事
情
は
不
明
。
ま
た
、

児
童
の
自
主
的
な
投
稿
作
品
の
掲
載
は
、
十
月
に
集
中
し
て
お
り
、
十
二
月
は
「
十
二
月
八
日
」
の
一
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
十
二
月
に

掲
載
さ
れ
た
一
三
作
品
の
う
ち
、
大
東
亜
戦
争
一
周
年
記
念
関
係
作
品
が
五
作
品
、
十
二
月
三
日
公
開
の
「
ハ
ワ
イ
・
マ
レ
ー
沖
海
戦
」
の
映

画
講
堂
関
係
が
六
作
品
掲
載
さ
れ
、「
少
國
民
新
聞
」
の
企
画
が
大
半
を
占
め
た
こ
と
に
な
る
。

第
四
四
半
期
に
も
、
複
数
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
児
童
は
な
か
っ
た
が
、
在
籍
校
で
は
、
東
京
市
京
橋
区
泰
明
校
が
四
作
品
掲
載
さ
れ
た
。



一
三
六

内
訳
は
、
三
年
生
二
作
品
、
五
年
生
二
作
品
。

三
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
東
京
市
神
田
区
神
龍
校
。
内
訳
は
、
四
年
生
一
作
品
、
六
年
生
二
作
品
。

二
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
二
校
。
東
京
市
牛
込
区
早
稲
田
校
と
東
京
市
王
子
第
四
校
。
前
者
は
五
年
生
二
作
品
、
後
者
は
六
年
生
の
二

作
品
。

第
四
四
半
期
で
、
複
数
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
何
れ
も
東
京
市
の
所
在
で
あ
り
、「
大
東
亜
戦
争
一
周
年
記
念
」
の
作
品
募
集
記
事
が

見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
泰
明
校
と
早
稲
田
校
へ
の
依
頼
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
推
測
し
て
み
る
。

ま
た
、「
映
画
講
堂
」
に
関
す
る
作
品
は
、
招
待
し
た
国
民
学
校
へ
の
「
少
國
民
新
聞
」
か
ら
の
依
頼
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
と
、
推
測

し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
「
少
國
民
新
聞
」
か
ら
の
依
頼
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
背
景
は
、「
大
東
亜
戦
争
一
周
年
記
念
」
の
作
品
募
集
と
な
れ
ば
膨
大
な

作
品
が
集
ま
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
四
半
期
、「
軍
人
援
護
ポ
ス
タ
ー
」
の
募
集
に
は
、
ほ
ぼ
一
か
月
の
募
集

期
間
に
、「
十
五
万
七
千
百
九
点
」
の
応
募
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
応
募
で
は
審
査
の
煩
雑
さ
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

「
日
本
映
画
史
上
、
空
前
の
ヒ
ッ
ト
作
」
と
な
る
映
画
で
あ
る
「
ハ
ワ
イ
・
マ
レ
ー
沖
海
戦
」
を
見
て
を
内
容
と
す
る
作
品
に
つ
い
て
も
、
事

情
は
、
同
様
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
ば
、
招
待
し
た
国
民
学
校
へ
依
頼
す
れ
ば
、
そ
の
煩
雑
な
審
査
は
免
れ
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。お

わ
り
に

「
少
國
民
新
聞
」
の
前
身
、「
東
日
小
学
生
新
聞
」
の
発
行
さ
れ
た
昭
和
十
二
年
か
ら
十
七
年
に
お
け
る
「
図
画
」
の
「
戦
時
下
色
」
の
絵
柄

は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
一
）

昭
和
十
二
年
は
、
二
五
四
作
品
中
二
二
（
約　

八
・
六
六
％
）

昭
和
十
三
年
は
、
三
三
〇
作
品
中
五
六
（
約
一
六
・
九
七
％
）

昭
和
十
四
年
は
、
二
七
八
作
品
中
一
五
（
約　

五
・
四
〇
％
）

昭
和
十
五
年
は
、
二
七
九
作
品
中
一
二
（
約　

四
・
三
〇
％
）

昭
和
十
六
年
は
、
三
〇
六
作
品
中
四
五
（
約
一
四
・
七
一
％
）

昭
和
十
七
年
は
、　 

九
三
作
品
中
六
一
（
約
六
五
・
五
九
％
）

十
七
年
の
「
図
画
」
は
、
掲
載
数
が
前
年
比
で
二
一
三
減
。
昭
和
十
二
年
以
来
、
最
小
の
掲
載
数
と
な
っ
た
。
極
端
と
も
い
え
る
減
少
で
あ

り
、
減
少
に
至
る
背
景
に
つ
い
て
は
今
後
と
も
検
討
す
る
。

一
方
、「
戦
時
下
色
」
の
絵
柄
は
、
掲
載
数
そ
の
も
の
が
十
二
年
以
来
で
最
も
多
く
、
掲
載
数
比
で
も
最
大
と
な
り
、
約
六
六
％
を
占
め
る
に

至
っ
た
。

そ
の
背
景
に
は
、「
少
國
民
新
聞
」
の
企
画
に
よ
る
掲
載
が
あ
る
。
第
一
四
半
期
に
お
け
る
皇
軍
慰
問
の
大
東
亜
戦
争
の
自
由
画
（
二
七
作

品
）、
第
三
四
半
期
の
「
海
と
艦
船
」
当
選
作
品
（
六
作
品
）
と
軍
人
援
護
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品
（
四
作
品
）、
第
四
四
半
期
の
大
東
亜
戦
争
一

周
年
記
念
作
品
（
五
作
品
）
と
「
ハ
ワ
イ
・
マ
レ
ー
沖
海
戦
」
を
見
て
の
作
品
（
六
作
品
）
を
合
計
す
る
と
四
八
作
品
に
な
る
。
こ
れ
は
、
戦

時
下
色
を
絵
柄
と
す
る
作
品
六
一
の
七
八
・
六
九
％
。

児
童
の
自
主
的
な
投
稿
に
よ
る
作
品
に
見
ら
れ
た
「
戦
時
下
色
」
の
絵
柄
は
一
三
作
品
で
あ
り
、「
戦
時
下
色
」
を
絵
柄
と
す
る
作
品
六
一
の

二
一
・
三
一
％
に
過
ぎ
な
い
。

十
七
年
に
お
け
る
「
戦
時
下
色
」
の
絵
柄
が
十
二
年
以
来
の
最
大
数
と
な
っ
た
背
景
に
は
、「
少
國
民
新
聞
」
の
企
画
が
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
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を
裏
付
け
て
い
る
。

一
方
、
前
年
の
十
六
年
で
は
、「
図
画
」
の
掲
載
数
三
〇
六
作
品
中
四
五
が
「
戦
時
下
色
」
を
絵
柄
と
し
た
が
、
こ
の
四
五
作
品
の
う
ち
二
八

作
品
が
「
満
蒙
義
勇
軍
の
慰
問
作
品
」
で
あ
り
、
児
童
が
自
発
的
に
投
稿
し
た
作
品
で
は
な
く
、「
少
國
民
新
聞
」
に
よ
る
企
画
掲
載
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
、
自
主
的
な
投
稿
作
品
は
、
二
七
八
作
品
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
戦
時
下
色
作
品
」
は
一
七
作
品
と
な
り
、
掲
載
率
は
約
六
・
一

二
％
と
な
る
。

こ
の
係
数
を
一
七
年
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、「
図
画
」
の
掲
載
数
九
三
作
品
中
六
一
が
「
戦
時
下
色
」
を
絵
柄
と
し
た
が
、
こ
の
六
一
作
品

の
う
ち
四
八
作
品
は
児
童
が
自
発
的
に
投
稿
し
た
作
品
で
は
な
く
、「
少
國
民
新
聞
」
に
よ
る
企
画
掲
載
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
自
主
的
な
投
稿

作
品
は
、
四
五
作
品
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
戦
時
下
色
」
の
絵
柄
の
作
品
は
一
三
作
品
と
な
り
、
掲
載
率
は
約
二
八
・
八
八
％
と
な
る
。

つ
ま
り
、
自
主
的
な
投
稿
作
品
で
は
、
十
六
年
よ
り
実
数
で
は
四
作
品
の
減
少
で
あ
っ
た
が
、
掲
載
率
で
は
約
六
％
か
ら
約
二
九
％
へ
と
大

幅
な
増
加
率
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
、
前
年
の
十
二
月
八
日
に
開
戦
し
た
「
大
東
亜
戦
争
」
の
戦
果
が
こ
の
十
七
年

に
大
々
的
に
報
道
さ
れ
、
そ
の
戦
果
に
児
童
の
関
心
が
強
く
向
け
ら
れ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

�

（
二
〇
一
四
・
一
・
一
四
）


